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県民へのアンケート調査設問（案） 

 

【プラスチックごみの認知度・関心度】 

問１ あなたはプラスチックごみによる環境汚染の問題について、どのくらい関心がありますか。

（１つ選択） 

1.非常に関心がある 

2.ある程度関心がある 

3.あまり関心がない 

4.全く関心がない 

5.わからない  

 

問２ あなたはプラスチックごみの問題についてどのくらい知っていますか。次の中から当ては

まる選択肢をすべて選んでください。（複数選択可） 

1.海や海岸に捨てられたプラスチックごみにより汚染が生じていること 

2.川や街、農地に捨てられたプラスチックごみが海に流出することで汚染が生じていること 

3.歯磨き粉などに含まれる微小なプラスチック粒が海に流出することで汚染が生じていること 

4.世界の海洋プラスチックごみの総量が、2050年には世界の魚の重量を超えてしまうと予想さ

れていること 

5.多くの生物がプラスチックごみに絡まったり誤飲することで、傷ついたり死んだりしている

こと 

6.海の生物が小さなプラスチック粒を誤飲するなど生態系に影響が生じていること 

7.マイクロプラスチックが有害な化学物質を吸着する性質をもっていること 

8.プラスチックごみが原因で、船舶のプロペラ破損など航行に障害が生じていること 

9.プラスチックごみが原因で、漁網への混入や破損など漁業に障害が生じていること 

10.プラスチックごみが海岸に漂着し、景観が悪化するなど観光業に悪影響が生じていること 

11.プラスチックは石油から製造され、その製造過程でもエネルギーが使用されるため、生産、

処分、海洋流出は地球温暖化の原因の一つとなっていること 

12.日本のリサイクル率は高いが、その大半が焼却することに伴うサーマル・リサイクル（熱利

用）であり、材料資源としての循環は全体の 25％程度に留まること 

13.自動販売機の隣に設置されている空き容器回収箱は、ごみ箱ではなくリサイクルするための

箱であり、空き容器以外のものが混ざったり中身が残ったりする場合にはリサイクルに支障

をきたしてしまうこと 

14.その他（             ） 

15.特に知っていることは無い 
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【プラスチック製品に関する考え方】 

問３ スーパーやコンビニで買物をする際、レジ袋を購入しますか。（１つ選択） 

1.毎回購入する 

2.エコバッグを忘れたときや入り切らなかったときだけ購入する 

3.購入しない 

4.わからない  

 

問４ 問３で「1.毎回、購入する」と回答した人にその理由をお尋ねします。（あてはまるもの全

てを選択） 

1.エコバッグやレジ袋を持参するのが面倒 

2.レジ袋をごみ袋として活用したい 

3.エコバッグは衛生面で心配 

4.その他 （             ） 

 

問５ 外出先で発生したプラスチックごみ（ペットボトル、レジ袋、ストロー、その他容器包装、

製品プラなど）をどのように捨てていますか。それぞれもっとも当てはまるものを１つず

つ選んで下さい。（それぞれ１つずつ選択） 

1.ペットボトル 

2.レジ袋 

3.容器包装・トレイ 

4.ストロー 

5.上記以外のプラスチック製品 

（選択肢） 

・家に持ち帰り、分別して捨てている 

・外出先のごみ箱に捨てている 

・ポイ捨てしている 

・このごみは外出先で発生したことがない 

 

問６ あなたはプラスチックごみによる環境汚染などの問題についてどのように考えますか。 

（１つ選択） 

1.プラスチックごみ問題は地域・住民が一丸となって取り組むことが重要である 

2.自然環境に放出されるのは日常生活から出るプラスチックごみが多いので、住民一人ひとり

が率先して対策することが重要である 

3.国や県、市など行政が主体となって対策を進めることが重要である 

4.家庭から出るプラスチックごみは少量であり、住民一人ひとりが頑張ってもあまり効果がな

いので、行政や事業者による取組が重要である 

5.住民全員が一様に取り組むことはできないので、取組はできる人がやればよい 

6.海に漂流・漂着しているプラスチックごみが問題なので、自分たちの生活にあまり影響がな

い 
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【プラスチック製品として必要と思うもの・必要でないと思うもの】 

問７ あなたは、プラスチックを使用した様々な商品やサービスの中で、必要だと思うもの・必

要でないと思うものはありますか。次の中からそれぞれ当てはまる選択肢を上位３つ選ん

で下さい。 

1.レジ袋 

2.飲み物と一緒に提供されるストロー・かき混ぜ棒 

3.食べ物と一緒に提供されるスプーンなどの食器・おしぼり 

4.お弁当で使う使い捨て小分け用容器や飾り 

5.ペットボトル 

6.ペットボトルのラベル 

7.通販などで使用される包装、緩衝材 

8.スーパーなどのレジの近くに置いてあるロール状のポリ袋 

9.イベントで配布されるうちわ 

10.その他（             ） 

11.特にない 

 

必要と思うもの   ：1番目（   ） 2番目（   ） 3番目（   ） 

必要でないと思うもの：1番目（   ） 2番目（   ） 3番目（   ） 

 

【プラスチック製品に関して配慮した取組】 

問８ 近年、飲食店等でプラスチック製ストローの提供をやめて、紙や生分解性プラスチックへ

の代替品を提供する取組が増えています。あなたは、このような取組についてどのように

思いますか。（複数選択可） 

1.取組は必要なことだと思うし、価格が上がっても協力したい 

2.取組は必要なことだと思うが、価格が上がるなら協力したくない 

3.製品の機能が下がっても協力する 

4.製品の機能が下がるなら協力したくない 

5.取組が必要だとは思わない 

6.その他（             ） 

7.わからない。 
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問９ 日常生活の中で、プラスチック容器の利用を減らすなど、海を汚さないための行動をどの

くらい実践していますか。（それぞれ１つずつ選択） 

1.マイバッグを持参し、レジ袋の利用はできるだけ控える、再利用している 

2.スーパーなどのレジの近くに置いてあるロール状のポリ袋の使用を控える 

3.マイボトルを持参し、ペットボトルなどの使い捨て飲料容器をできるだけ使用しない 

4.スプーン、フォーク、ストロー、おしぼり、アメニティグッズを受け取らない 

5.ルールに従って、ごみを正しく分別する 

6.再生可能素材（ビン、紙）、植物由来のプラスチックなどを使った製品を積極的に選ぶ 

7.ポイ捨て・不法投棄はしない 

8.ポイ捨て・不法投棄を見かけたら注意する 

9.路上などに落ちているごみを積極的に拾う 

10.街中や海岸で行われる清掃活動に積極的に参加する 

11.その他（              ） 

 

 （選択肢） 

・とてもよくできている 

・まあまあできている 

・どちらともいえない 

・あまりできていない 

・まったくできていない 

 

問 10 プラスチックごみ問題の解決のために、今後どのようなことに取り組んでいきたいと思いま

すか。今後新たに取り組んでみたいことを問９の内容の中から重要だと思う順に３つまで選

び、選択肢を記入して下さい。 

 

1番目（   ） 2番目（   ） 3番目（   ） 
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【プラスチックごみを削減するために企業に望むこと（脱プラに配慮した企業に対する評価）】 

問 11 あなたは、プラスチックごみの削減に取り組んでいる企業を評価しますか（１つ選択） 

1.評価する（その企業の商品やサービスを購入する動機となる） 

2.評価しない 

3.わからない 

4.その他（              ） 

 

問 12 プラスチックごみを削減するために、企業に望むことはなんですか。（３つ以内選択） 

1.過剰包装を避ける 

2.必要以上に商品にトレイを使わない 

3.製品を開発するときに廃棄後の処理まで考える 

4.繰り返し使えるリターナブル容器を取り入れる 

5.プラスチックのリサイクルに取り組む 

6.ペットボトルを返却したら、ポイントを付与される仕組みを導入する 

7.バイオプラスチックをもっと利用する 

8.梱包の際の緩衝材を段ボールなどの素材にする 

9.スーパーなどのプラスチック回収活動の実績や成果を公表する 

10.その他（              ） 

11.プラスチックごみの削減について企業に望むことはない 

 

【プラスチックごみ削減のために行政に望むこと など】 

問 13 プラスチックごみを削減するために、行政に望むことはなんですか。（3つ以内選択） 

1.プラスチックごみ問題を広く普及啓発する 

2.行政・企業・NPO法人・消費者団体が連携して、削減目標を立てて取り組む 

3.プラスチックごみ収集とリサイクルのシステムを見直し、改善する 

4.プラスチックごみの削減に取り組む企業を評価する仕組みを作る 

5.脱プラスチックに配慮した企業を支援してくれる 

6.キャンペーンを行い、河川清掃、海岸清掃に参加するよう呼びかける 

7.その他（              ） 

8.プラスチックごみの削減について行政に望むことはない 

 

問 14 沖縄県の脱プラスチックの取組について、皆さんに知っていただくためには、どのような

ことが有効だと思われますか。（あてはまるもの全てを選択） 

1.県の広報やホームページに掲載 

2.テレビ・ラジオ・雑誌などのマスメディアの利用 

3.SNS（LINE、Facebook、Twitter等）からのメッセージを発信 

4.展示会などのイベントを定期的に開催 

5.その他（              ）  
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問 15 あなたは、プラスチックごみのポイ捨てを減らすためには、どのような環境の整備などが

効果があると思いますか。（複数選択可） 

1.デポジット制度があること 

※デポジット制度とは製品の価格に一定金額（デポジット）を上乗せして販売し、製品や容器が使用後に返

還されたときに返金させる制度 

2.ごみ箱が整備されること 

3.ごみが落ちていない街にすること（地域の清掃活動が活発化） 

4.ポイ捨てに対する罰則を厳しくすること 

5.その他（              ） 

6.ポイ捨ては減らない  

 

問 16 その他で意見等がありましたらご自由に記入して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


